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東日本大震災

震災復興支援事業
3年の歩み
被災地の皆さまとともに
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200世帯の新生活が始まり
復興は新たなステージへ
　ＵＲ都市機構の震災復興支援において、宮城県女川町はとり
わけ象徴的なエリアである。町から包括的支援の依頼を受け、平
成24年3月に「パートナーシップ協定」を締結、平成24年4月に
現地に事務所を開設し、平成26年4月現在、職員29人体制で、
復興まちづくりをトータルにサポートしている。
　女川湾を望む高台には平成26年3月、200戸の災害公営住
宅が完成。被災した住民が隣接する仮設住宅などから引っ越し
て、新しい生活をスタートしている。大きな被害を受けた市街地で
も、復興まちづくりを急ピッチで進めている。
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